
 

・合併に伴う住民の不安の解消 

・合併効果の発揮 

・地方分権に対応した 

 新たなまちづくりへの対応 

参加と協働 

による 

まちづくり 

の推進 

 住民自治組織（地域振興会）は、集落を基礎組織としながら、

地域内にある多様なコミュニティを結集しています。 

 これらを有機的に関連付けながら、地域内に存在するあらゆ

る地域課題を洗い出し、あらゆる活動を包括的に展開すること

ができる機能を有しています。 

 こうした機能を充分に発揮するためには、地域実態の把握、

地域目標の設定、人材の確保、自治意識の醸成、住民の結束力

等を高める取り組みが重要です。 

 

機機機   

能能能   

 組織の規模は世帯数 50 から 2,000 戸余りと幅広く、その区

域は旧来のコミュニティが図られてきた旧村、小学校区、大字

を範囲として住民自身が区割りを行ったものです。 

 

規規規
模模模   

 人と人の連帯を促す活動から福祉、教育・文化、スポーツ、

環境・景観保全、生産活動まで幅広い領域に渡っており、その

活動経費は、会費、寄付金、イベント売上げ、市助成金等が充

てられます。 

 

活活活
動動動   

住民自治組織図（川根振興協議会の例） 

川根振興協議会 

諮問機関 
綜合開発企画室 

 

三役会 
会長/副会長/総務部長

/関係部長/事務局 

 

役員会 
会長/副会長/部長/

副部長 

 

委員総会 
各行政嘱託員(集落代表) 

民生委員代表 

教育委員 

若者代表 

保小中保護者代表 

川根水産代表 

企業代表 

商工会代表 

地区農業委員代表 

女性会代表 

社会福祉協議会代表 

和牛改良組合代表 

柚子加工協同組合代表 

ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ川根指導員 

 

顧問 
市議会議員/学識経験者 
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教育部 
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女性部 
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体育部 

開発部 

(ｱﾒﾆﾃｨ推進委員) 

川根土地改良区 

営農環境委員会 

農地利用改善組合 

住住民民自自治治組組織織へへのの支支援援  
 地域課題を克服し、自らの考えと行動によって安心して暮らせる地域を創出しようとする住民自治

組織の活動を育成支援します。 

  財政支援：活動支援助成（組織運営）1,800万円／6連合組織 

       事業支援助成 2,400万円／6連合組織 

  人的支援：行政職員の積極的な地域活動への参加 

 

●平成 16年 3月、高田

郡 6町が合併（新設） 

●広島県北部に位置

し、人口は 3万 4千人、

面積は 538k㎡ 

 

対対話話のの場場のの確確保保  
 住民の組織活動を推進するためには、行政の積極的な情報公開と共有が重要です。地域の課題や将

来展望、行政の施策等について話し合いを継続する中で、互いに担うべき役割を明らかにします。 

  ・テーマ別懇談会・・テーマ別に行政が主催 

  ・自治懇談会・・・・住民自治組織を単位として組織が主催 

  ・団体懇談会・・・・女性会等の団体を単位として団体が主催 

安安芸芸高高田田市市のの誕誕生生  住住民民自自治治組組織織のの設設立立  
●住民の意向がまちづくりに反

映されるシステムの形成 

●行政情報の積極的な公開 

●まちづくりの意思決定過程へ

の住民参画 

●住民が地域のことを自らのこ

ととして、共に考え、行動し、成

果を共有することのできる 32 の

「住民自治組織」の設置 

 

ままちちづづくくりり委委員員会会  
 委員会は、住民自治組織の代表を中心として 30人で構成しています。 

 住民自治組織活動の拡充を図るための相互連携や、各種計画策定への参画、市域全体にかかわる課

題への対応等委員会での協議を通じて安芸高田市の住民と行政の協働のまちづくりを推進します。 

住住民民自自治治組組織織  

へへのの支支援援  
 

対対話話のの場場のの  

確確保保  
 

ままちちづづくくりり  

委委員員会会  
 


